読み方を自覚する国語科の授業づくり ――今西祐行「一つの花」（光村・四年上）の実践を通して―― by 小出, 真規
－ 30 －
もが育つようにしていくことが国語科の授業には求められている。　「表現」とは、文章における「ことば」や「ことばとことばの関係」である。書き手は読み手へ伝えるための工夫として「表現」の仕方を工夫 る。読み手はそこから「読み」を作る。工夫は描写表現、心情表現、設定の表現などに表れ いる。 そうした 「 」 の仕方に関わって 「読み」を作り、そして、 「読み」 作った過程が自覚できるようにする。授業におい 、 「この表現からは、○○なことがわかったよ。 」 「会話文と会話文をつなげてみると○○なことがわかった と った「読み」がつくれるとともに、その過程が自覚できる指導の工夫を積み重ねていく必要がある。　そうした「読むこと」の授業を重ねていくことで、 「読





































































































を行う。二次で「 の手がかり」と て身に付けた「言葉にこめられた意味」 注目して読むという活動を重ねて ことで、 の定着 より図れるよう する。
－ 33 －


































































動」から読みをつくってきたことを確かめ、本時の学習場面についても「手がかり」を使って読めそうだという見通しをもった。子どもは、本時場面の音読後、お父さんのゆみ子に対する心配な気持ちに気付き、めあてを「お父さんがゆみ子にやさしいところや心配しているところを つけよう」とした。そして、 「深いため息」やお父さんの会話文などの表現から ゆみ子の将来を心配するお父さんの気持ちを読み取った。そこで、教師が「ゆみ子が心配なら、もっと他のことをして喜ばせてあげた方がいい ではな か」と問いけると、 「戦争中だからそれはできない」 「お父 んそれしかできなかったんだよ」と子ども 発言してきた。戦争中で食べ物さえ不足する状況であることを確かめた後、 「新たな問い」とし 、 「高い高いしかできない父さんはどんな気持ちなのか につ て学習班で話し合った。　
学習班での話合いは、予め司会役を決めておき、順
に「新たな問い」について自分の考えを出し 後、班として意見をまとめるという手順で進め 。できるだけみんなの意見を入れてくわしくまとめるという決め事にも沿っ 話し合った。子どもは他の単元や他教科の学習で話し合う経験 重ね いることもあり、順調に話合い活動を進めていくこ ができた。そ 後、班
子を読み取っていった。お母さんがゆみ子に食べものをわけてあげていてやさしいという子どもの発言から、教師が「お母さんには、たくさん食べ物 あるのか」と発問すると、子どもは、 「戦争で食料が少ないんだから、お母さんにも少ししかないはず」 「それなのに、ゆみ子にわけてあげ いてすごくやさしい」 「お母さんは食べ物がなくなって 、ゆみ子の笑顔が見たいだ」などとお母さんのゆみ子を大切に思う気持ちについて読みを深めていった。　
授業の振り返り場面では、どの表現からお母さんの







と 「手がかり」 想起し 。 「会話文」 やお母さんの 「行
－ 36 －































わかる情景描写や「お肉とお魚と・・・」の会話文、ゆみ子の行動描写などに目を向け、 「ゆみ子は平和で幸せにくらしている、 お父さんの願いがかなったんだ」などと読 をつくってきた。そして、前時に読んだお父さんの願い「たくましく育って」に付 加える形で、コスモスにこめた願いは、 「平和」 、 「幸せ」だと読み取った。そこで、教師 ら「願いをこめたのは 父さんだけか」と発問した。 どもは、作者の存在に気付き、 「コスモスに意味をこめて書いたのは作者だ、コスモスには作者の願いも られ いる」と読み取ることができた。　
本時の手がかりが、 「作者が言葉にこめた意味を考





































を提示して、 「これは何の絵かな」と問いかけた。日本の昔の古い家を描いた挿絵から、子どもたちは、これは兵隊さんたちが生まれた家だと発言してきた。そこから、 「出撃前の日に、自分が生まれた家の絵が出てくるの 、どんなことを願っているからなのか」と発問した。子どもたちは、 「昔のように平和に暮らしたかった」 「生まれ 家でもっと生き かった」 「平和な世の中になって欲しかった」など 読みを作 てきた。　
子どもは、第二次で発見した「読みの手がかり」を
















この作品は絵本の体裁をとっているため、ページごとの絵を書画カメラでスクリーンに写しながら読み聞かせを進めた。物語が扱うのは戦争末期に行われた特攻作戦。特攻については、子どもたちにあまり知識がなかったため、客観的な情報を教師の側から伝えた。読み聞かせの後、 「このお話のすみれにも平和という願いがこめられていそうだ」と多くの子どもが似た感想を出してきた。そこで、新たな学習課題を「作者がすみれの花に た願いは平和な か確かめよう」として、学習の見通しをもった。　
第二時目には、全文を掲載したワークシートを用い
て学習を進めた。登場人物がすみれの花とかかわる場面を中心に「子どもたちは、すみれの花に平和への願いをこめて航空隊の人へおくっている」 「航空隊の人にとって幸せの思い出になっている」 「出撃して日本を守ろうと思っ いる」などと読 を作ってきた。そこで、絵本の中の航空隊の人が出撃前に眠る場面 絵
－ 40 －
いは他の言語活動を行う）ことが求められる。そうした学習活動の経験を重ねていくことで、子どもは、 「読みの手がかり」の有用性を認識し、自覚的なことばの学び手となっていく。本実践では、特に「作者が言葉にこめた特別な意味」に注目して読むという活動を三次 重ねる単元を組んだ。学習材の特性としてそれがふさわしいと考えてのことである。実際の子どもの姿からは、この「読みの手がかり」を用いて読むことの連続性は効果的な活動であったと見てとれた。おそらくこれから 普段の読書活動においても、読む際の一つの手がかりとして用いていくことが きそうである。　
第三次にどのような言語活動を行うかについては、様々
な選択肢がある。教科書の例示に沿うに も、そうでないとしても、子どもが身に付けた力を使う いう連続性は保障されるようにしたい 「前は○○ 注目して読んだ、今回もそれが使えそうだな」と子どもが発達段階に応じて、自覚的に「読みの手がかり」を用いていく姿を国語科の学習としてはこれからも目指して きたい。
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